
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
で
、
こ
の
2
年
間
、
行

動
制
限
が
あ
り
人
々
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
た
こ
と
で
心
や
体
に
、

そ
し
て
、
地
域
に
元
気
が
無
く
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

　

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対

す
る
研
究
も
進
み
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
で
重
症
化
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
人
々
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す

れ
ば
予
防
で
き
る
と
い
う
知
識
も
身

に
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
政
府
に
お
い
て
も
宮
津

市
に
お
い
て
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生

活
で
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
し
て
い

く
方
針
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。
由
良

地
区
公
民
館
も
由
良
ヶ
岳
登
山
、
お

大
師
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
芝
桜
植

え
体
験
と
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
々
の
常
か
ら
の
つ
な
が
り
は
、

災
害
等
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
大
き

な
助
け
合
い
に
な
り
安
心
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　

こ
の
つ
な
が
り
作
り
の
た
め
に
、

年
寄
り
は
ど
ん
な
自
覚
を
持
ち
、
若

者
は
ど
ん
な
自
覚
を
持
て
ば
良
い
の

だ
ろ
う
か
。
私
の
考
え
を
述
べ
ま
す
。

（
こ
こ
で
い
う
年
寄
り
の
年
齢
は
60

歳
以
上
、
若
者
は
59
歳
以
下
）

　

由
良
地
区
の
人
口
構
成
は
お
お
よ

年
寄
り
の
自
覚
と
若
者
の
自
覚

　
　
安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
由
良
地
区
の
た
め
に

由
良
地
区
公
民
館
長
　
千
　
坂
　
幸
　
雄

そ
60
歳
以
上
が
60
パ
ー
セ
ン
ト
、
20

歳
以
上
59
歳
以
下
が
35
パ
ー
セ
ン
ト
、

19
歳
以
下
が
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

今
の
ま
ま
で
は
由
良
地
区
の
未
来

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
年
寄
り

は
若
者
に
未
来
を
託
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
年
寄
り
は
若
者
に
自
分

が
得
た
知
識
や
技
術
を
継
承
す
る
の  

だ
。
と
い
う
自
覚
が
必
要
で
し
ょ
う
。

も
う
待
っ
た
な
し
で
す
。
若
者
は
今

の
う
ち
に
祖
父
母
や
親
、
地
域
の
方

か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
継
承
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
由
良

地
区
の
未
来
を
切
り
開
い
て
く
だ
さ

い
。

　

若
者
は
仕
事
場
と
家
と
の
往
復
だ

け
の
生
活
に
な
ら
ず
、
広
く
世
間
を

見
て
く
だ
さ
い
。
広
く
付
き
合
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
仕
事
に
家

庭
に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
り

ま
す
。

　

駅
前
の
芝
桜
植
え
体
験
に
は
、
50

名
近
く
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
子
ど
も
を
連
れ
た
ご
家
族

が
多
く
参
加
さ
れ
、
小
学
生
や
就
学

前
の
小
さ
な
子
ど
も
の
参
加
が
14
名

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
多
さ
に
こ

れ
が
由
良
地
区
な
の
か
と
び
っ
く
り

さ
れ
た
方
も
多
く
お
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
由
良
地
区
の
未

来
は
明
る
い
と
前
向
き
に
考
え
て
前

に
進
ん
で
い
き
た
い
。

「
由
良
小
学
校
閉
校
10
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

寄
せ
て
」

　　

由
良
小
学
校
校
歌
に
三
番
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

私
は
小
学
校
の
時
に
一
番
と
二
番

し
か
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。

三　

い
ざ
い
ざ
我
等
諸
共
に　

　
　
　
　

知
徳
を
磨
き
體
を
練
り

　
　

日
本
精
神
を
鍛
え
つ
つ　

　
　
　
　

皇
国
の
民
と
進
ま
な
ん

　　

校
歌
は
昭
和
10
年
に
制
定
さ
れ

て
い
る
。
三
番
は
現
行
の
憲
法
に

も
と
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
立

場
か
ら
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

公
民
館
だ
よ
り
第
39
号
昭
和
51

年(

1
9
7
5
年)

７
月
15
日
発
行

　

由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会

　
　
　

中
西　

夏
江　

文
か
ら
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由良地区公民館運営審議会委員　（順不同・敬称略）

由良地区公民館役員　（順不同・敬称略）
公民館長　千坂　幸雄　　　主　事　山下まさ代

令和４年度の役員

脇

宮　本

浜野路

港

下石浦

上石浦

地　区

　濱本　喜彦

　川端　利宏

　中西　泰之

◎中西　達也

○山下　　昇

　山下　正貴

　　　　　　

分　館　長

◎濵本　喜彦
　岡本　重幸

　坂根　康則
　山口　泰輝
　川端　利宏

　前田　敏哉
　中西　　保

○川﨑　尚子
　中西　達也

　蒲原　順一

　山下美千代　

　松本　純也
　北野　晃次

　岸田　秀章
　牛田　洋美

　吉成　博一
　吉田　有紀
　森田美砂子
　中西　泰之

　山田　　崇
　小室　和子

　岸田　　誠
　森　　　葵

　野村　雄治
　山下　正貴　

文　化　部 体　育　部 備　考

注　　◎ 印…分館長は代表　　各部は部長　　〇 印…分館長は副代表　各部は副部長

自治連合会　　　会長

脇自治会　　　　会長

宮本自治会　　　会長

浜野路自治会　　会長

港自治会　　　　会長

下石浦自治会　　会長

上石浦自治会　　会長

前公民館長

人権擁護委員

団　体　名

濱本　喜彦

竹内　義幸

枡岡　典幸

濱野　憲二

山田　康夫

新宮　恒一

山下　良一

磯田　充亮

大森　日向子

氏　　　名

栗田中学校ＰＴＡ　地区委員

栗田小学校ＰＴＡ　　　会長

由良松寿会　　　　　　会長

由良観光組合　　　　組合長

由良実業会　　　　　　会長

由良子供会連絡協議会　会長

由良地区公民館　　　　館長

由良地区公民館　　　　主事

団　体　名

中西　正直

山本　隆教

山田　耕助

田村　光広

岡本　康一

堤　　郷介

千坂　幸雄

山下　まさ代

氏　　　名

講師

令和4年7月発行 第175号（ 2 ）由良公民館だより



文化部
期　　　日

年 3回（7月・11月・3月）

11月6日（日）

　　　準備：4、5日

公民館だより発行

由良地区文化祭（会場：はまの子体育館　由良小閉校 10

周年を記念したコーナーを作る）　

行　事　内　容

令和４年度の事業計画

体育部
期　　　日

4 月 29 日（金）   8：30

5 月 22 日（日）10：00

未定

第 54回由良ヶ嶽登山（予備日　5月3日）

芝桜を植えよう

（芝桜体験　駅前通の桜幹周辺　予備日5月29日）

ニュースポーツ

行　事　内　容

健康広場（ウォーキングを中心に）

由良ヶ嶽登山道整備作業　4月19日（火）　 8：30　公民館、自治連、観光組合

グラウンド除草作業    　  9月 ４日（日）   17：00　公民館、自治連、地区民

期　　　日

5 月 15 日（日）9：00

10 月 2 日（日）9：00

11 月 27 日（日）8：30

1 月～ 3月

如意寺・お大師さん道ウォーキング

由良郷土資料館見学～由良湊ウォーキング

七曲八峠ウォーキング　　

卓球教室（土曜日　連続講座）

行　事　内　容

子どものびのび体験活動
期　　　日 行　事　内　容

※昨年度のアンケート結果をふまえ、老若男女が楽しく参加できる事業を
　役員会で検討し上記のように計画しました。多くの方の参加を望みます。

令和4年7月発行（ 3 ）第175号 由良公民館だより



北
前
船
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

実
施
日　

3
月
6
日
（
日
）

　

参
加
者　

8
名

　

前
年
度
の
事
業
で
す
。
2
度
も
延

期
に
な
っ
た
が
、
実
施
で
き
た
。
由

良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会
の
加
藤
正
一

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
前
北
前
船
資

料
館
か
ら
如
意
寺
、
旧
由
良
郷
土
館
、

奈
具
神
社
、
金
毘
羅
神
社
等
を
ま
わ

り
由
良
の
歴
史
の
学
習
を
し
た
。
新

た
に
整
備
さ
れ
た
由
良
郷
土
資
料
館

も
含
め
今
年
度
も
計
画
を
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

由
良
ヶ
岳
登
山
道
整
備

作
業

　

実
施
日　

4
月
19
日
（
火
）

　

自
治
連
、
観
光
組
合
の
方
々
13
名

に
お
世
話
に
な
り
実
施
。
今
年
は
積

雪
の
影
響
か
山
頂
に
は
余
り
草
等
が

生
え
て
な
く
、
倒
木
等
の
処
理
を
行

っ
た
。
ま
た
、
山
頂
か
ら
下
山
し
登

山
道
の
点
検
、
整
備
も
分
担
し
て
行

っ
た
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第
54
回 

由
良
ヶ
岳
登
山

　

実
施
日　

5
月
3
日
（
祝
）

　

参
加
者　

44
名

　
　
　
　

(

内
中
学
生
以
下
12
名
）

　

当
初
予
定
し
て
い
た
4
月
29
日
は

天
候
悪
化
の
予
報
の
た
め
5
月
3
日

に
延
期
。
3
年
ぶ
り
の
実
施
で
あ
る
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
配
慮
し
由
良
地
区
お
よ

び
栗
田
地
区
の
み
に
呼
び
か
け
た
。

•
実
家
が
由
良
地
区
や
栗
田
地
区
と

　

い
う
家
族
の
参
加
（
遠
方
で
は
尼

　

崎
市
や
京
都
市
）

•
自
分
で
4
合
目
ま
で
と
目
標
を
た

　

て
、
目
標
通
り
実
行
し
た
小
学
1

　

年
生
の
参
加
者

•
は
じ
め
は
7
合
目
ま
で
と
考
え
て

　

い
た
が
頂
上
ま
で
登
り
き
っ
た
70

　

歳
代
の
参
加
者 

•「
す
ご
く
し
ん
ど
か
っ
た
が
、
頂

　

上
で
の
眺
め
が
絶
品
」 

と
感
想
を

　

伝
え
て
く
れ
た
参
加
者
等
々

　

達
成
感
と
頂
上
か
ら
の
眺
め
に
満

　

足
さ
れ
た
参
加
者
で
し
た
。

お
大
師
さ
ん
道
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

　　

実
施
日　

5
月
15
日
（
日
）

　

参
加
者　

7
名

　

如
意
寺
で
、
西
国
八
十
八
か
所
供

の
碑
（
天
保
）
と
お
大
師
さ
ん
1
番

を
拝
み
、
由
良
ヶ
岳
に
あ
る
お
大
師

さ
ん
道
へ
出
発
。
東
山
の
お
大
師
さ

ん
2
番
か
ら
46
番
を
拝
み
、
西
山
の

行
事
報
告

主
事
　
山
下
ま
さ
代

47
番
か
ら
87
番
を
拝
ん
だ
。
最
後
八

十
八
番
の
お
大
師
さ
ん
に
会
い
に
如

意
寺
に
参
っ
た
。

　　　　

参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
お
賽
銭

を
八
十
八
か
所
供
え
て
い
た
方
も
い

た
。

　

以
前
に
は
如
意
寺
の
お
祭
り
の
と

き
に
お
は
ぎ

を
お
大
師
さ

ん
に
供
え
た

そ
う
だ
。
毛

糸
で
編
ん
だ

前
掛
け
が
お

大
師
さ
ん
に

か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
今
も
編
ん
で
お
ら
れ
る
方

が
い
る
と
聞
い
た
。
い
つ
ま
で
も
地

域
で
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

柴
桜
を
植
え
よ
う

　　

実
施
日　

5
月
22
日
（
日
）

　

参
加
者　

 

46
名

　
　
　
　
　
（
内　

子
ど
も
14
名
）

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
由

良
駅
前
通
り
の
桜
の
木
の
幹
20
ケ
所

に
柴
桜
を
定
植
。
子
と
親
、
孫
と
祖

父
母
、
ご
夫
婦
な
ど
家
族
そ
ろ
っ
て

の
参
加
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
安

寿
の
里
の
職
員
さ
ん
や
、
浜
野
路
夕

月
サ
ロ
ン
の
方
々
も
一
緒
に
お
世
話

に
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
実
施
で

き
た
。
自
主
的
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
苗

や
水
を
運
搬
し
て
い
た
だ
い
た
地
域

の
方
た
ち
の
協
力
も
あ
り
、
お
か
げ

で
2
5
0
本
の
苗
を
植
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
子
ど
も
た
ち
が
暑
い

中
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。

　

来
年
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。
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北
前
船
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

実
施
日　

3
月
6
日
（
日
）

　

参
加
者　

8
名

　

前
年
度
の
事
業
で
す
。
2
度
も
延

期
に
な
っ
た
が
、
実
施
で
き
た
。
由

良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会
の
加
藤
正
一

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
前
北
前
船
資

料
館
か
ら
如
意
寺
、
旧
由
良
郷
土
館
、

奈
具
神
社
、
金
毘
羅
神
社
等
を
ま
わ

り
由
良
の
歴
史
の
学
習
を
し
た
。
新

た
に
整
備
さ
れ
た
由
良
郷
土
資
料
館

も
含
め
今
年
度
も
計
画
を
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

由
良
ヶ
岳
登
山
道
整
備

作
業

　

実
施
日　

4
月
19
日
（
火
）

　

自
治
連
、
観
光
組
合
の
方
々
13
名

に
お
世
話
に
な
り
実
施
。
今
年
は
積

雪
の
影
響
か
山
頂
に
は
余
り
草
等
が

生
え
て
な
く
、
倒
木
等
の
処
理
を
行

っ
た
。
ま
た
、
山
頂
か
ら
下
山
し
登

山
道
の
点
検
、
整
備
も
分
担
し
て
行

っ
た
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第
54
回 

由
良
ヶ
岳
登
山

　

実
施
日　

5
月
3
日
（
祝
）

　

参
加
者　

44
名

　
　
　
　

(

内
中
学
生
以
下
12
名
）

　

当
初
予
定
し
て
い
た
4
月
29
日
は

天
候
悪
化
の
予
報
の
た
め
5
月
3
日

に
延
期
。
3
年
ぶ
り
の
実
施
で
あ
る
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
配
慮
し
由
良
地
区
お
よ

び
栗
田
地
区
の
み
に
呼
び
か
け
た
。

•
実
家
が
由
良
地
区
や
栗
田
地
区
と

　

い
う
家
族
の
参
加
（
遠
方
で
は
尼

　

崎
市
や
京
都
市
）

•
自
分
で
4
合
目
ま
で
と
目
標
を
た

　

て
、
目
標
通
り
実
行
し
た
小
学
1

　

年
生
の
参
加
者

•
は
じ
め
は
7
合
目
ま
で
と
考
え
て

　

い
た
が
頂
上
ま
で
登
り
き
っ
た
70

　

歳
代
の
参
加
者 

•「
す
ご
く
し
ん
ど
か
っ
た
が
、
頂

　

上
で
の
眺
め
が
絶
品
」 

と
感
想
を

　

伝
え
て
く
れ
た
参
加
者
等
々

　

達
成
感
と
頂
上
か
ら
の
眺
め
に
満

　

足
さ
れ
た
参
加
者
で
し
た
。

お
大
師
さ
ん
道
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

　　

実
施
日　

5
月
15
日
（
日
）

　

参
加
者　

7
名

　

如
意
寺
で
、
西
国
八
十
八
か
所
供

の
碑
（
天
保
）
と
お
大
師
さ
ん
1
番

を
拝
み
、
由
良
ヶ
岳
に
あ
る
お
大
師

さ
ん
道
へ
出
発
。
東
山
の
お
大
師
さ

ん
2
番
か
ら
46
番
を
拝
み
、
西
山
の

47
番
か
ら
87
番
を
拝
ん
だ
。
最
後
八

十
八
番
の
お
大
師
さ
ん
に
会
い
に
如

意
寺
に
参
っ
た
。

　　　　

参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
お
賽
銭

を
八
十
八
か
所
供
え
て
い
た
方
も
い

た
。

　

以
前
に
は
如
意
寺
の
お
祭
り
の
と

き
に
お
は
ぎ

を
お
大
師
さ

ん
に
供
え
た

そ
う
だ
。
毛

糸
で
編
ん
だ

前
掛
け
が
お

大
師
さ
ん
に

か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
今
も
編
ん
で
お
ら
れ
る
方

が
い
る
と
聞
い
た
。
い
つ
ま
で
も
地

域
で
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

柴
桜
を
植
え
よ
う

　　

実
施
日　

5
月
22
日
（
日
）

　

参
加
者　

 

46
名

　
　
　
　
　
（
内　

子
ど
も
14
名
）

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
由

良
駅
前
通
り
の
桜
の
木
の
幹
20
ケ
所

に
柴
桜
を
定
植
。
子
と
親
、
孫
と
祖

父
母
、
ご
夫
婦
な
ど
家
族
そ
ろ
っ
て

の
参
加
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
安

寿
の
里
の
職
員
さ
ん
や
、
浜
野
路
夕

月
サ
ロ
ン
の
方
々
も
一
緒
に
お
世
話

に
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
実
施
で

き
た
。
自
主
的
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
苗

や
水
を
運
搬
し
て
い
た
だ
い
た
地
域

の
方
た
ち
の
協
力
も
あ
り
、
お
か
げ

で
2
5
0
本
の
苗
を
植
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
子
ど
も
た
ち
が
暑
い

中
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。

　

来
年
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。

作業する子どもたち
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令和３年度　由良地区公民館　決算報告書
一般会計（自治会協力金）

自　令和3年 4月1日
至　令和4年3月31日

（単位：円）収入の部

繰越金

公民館費

各種補助金

雑収入

会議費
事務費
旅費
通信費
文化部費
体育部費
助成費
渉外費
慶弔費
備品費
子供活動費
消耗品費
施設管理費
予備費

35,000
15,000
70,000
2,000
100,000
150,000
80,000
45,000
15,000
270,000
10,000
10,000
40,000
150,280
992,280

31,044
10,427
27,158
1,754
0

6,518
54,000
4,000
0

286,050
0

5,581
15,000

0
441,532

△ 3,956
△ 4,573
△ 42,842
△ 246

△ 100,000
△ 143,482
△ 26,000
△ 41,000
△ 15,000
16,050

△ 10,000
△ 4,419
△ 25,000
△ 150,280
△ 550,748

お茶　役員用ボールペン等

ファイル、マグネット玉　宛名ラベル用紙等

館長、主事旅費

公民館だより郵送料

手提げ袋　アンケート用封筒

１０団体活動助成費

保護観察協会会費　公民館掃除謝礼

屋外掲示板　丹後写真集 ふるさとＮＥＸＴ、時計

電池、七曲八峠下見、ウォーキング参加者用等

項　　目
485,395

506,880

0

5

992,280

予 算 額
485,395

486,720

0

6

972,121

決 算 額
0

△ 20,160

0

1

△ 20,159

前年度より

120 円×12月×338 戸

預金利息

増 減 額 摘 　 　 　 要

項　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘 　 　 　 要
支出の部

差引残高 530,589 円　は次年度に繰越します。

令和４年 3月31日

※２年続いて新型コロナウイルス感染防止のため、予定通り事業を実施することができず、予算も
　予定通り執行することができなかった。屋外掲示板については予定通り設置し活用している。

由良地区公民館　館長　千坂　幸雄　　㊞

由良自治連合会　会長　藤本　長壽　　㊞

由良自治連合会　会計　森脇　　誠　　㊞

会計監査の結果、適正に処理されていることを認めます。

令和４年４月４日

合　　計

合　　計
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令和４年度　由良地区公民館予算書
一般会計（自治会協力金）

自　令和4年4月  1日
至　令和5年3月31日

（単位：円）収入の部

支出の部

繰越金
公民館費
各種補助金
雑収入

485,395
506,880

0
5

992,280

530,589
491,040

0
5

1,021,634

45,194
△ 15,840

0
0

29,354

会議費
事務費
旅費
通信費
文化部費
体育部費
健康広場費
助成費
渉外費
慶弔費
備品費
子供活動費
消耗品費
施設管理費
予備費

35,000
15,000
70,000
2,000
100,000
150,000

0
80,000
45,000
15,000
270,000
10,000
10,000
40,000
150,280
992,280

35,000
15,000
50,000
2,000
100,000
100,000
20,000
70,000
45,000
15,000
300,000
30,000
10,000
50,000
179,634
1,021,634

0
0

△ 20,000
0
0

△ 50,000
20,000

△ 10,000
0
0

30,000
20,000

0
10,000
29,354
29,354

120 円×341戸×12月

貯金利子他

お茶、役員用ボールペン他
プリンターインク、ファイル他
館長、主事
公民館だより郵送料他

各活動クラブへ
宮津市公民館、松寿会、敬老会他

展示パネル３枚他

乾電池等
公民館等施設管理費他

1
2
3
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

科　　目 ３年度予算額 ４年度予算額 増減額 備　　考

科　　目 ３年度予算額 ４年度予算額 増減額 備　　考

合　計

合　計

令和 4 年 4月30日
由良地区公民館
　　館長　千坂　幸雄

※令和４年度予算書の特徴点
　①事業の見直しと共に、多くの参加者に予算も還元できるよう文化部費、体育部費の見直し。
　②健康広場費の新設
　③文化祭用展示パネルの購入計画
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今
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
栗

田
中
学
校
の
校
長
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
藤
原
英
一
と
申
し
ま
す
。

栗
田
中
学
校
の
教
育
活
動
の
一
層
の

充
実
に
向
け
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

現
在
、
栗
田
中
学
校
は
46
名
の
生

徒
（
1
年
生
12
名
、
2
年
生
17
名
、

3
年
生
17
名
）
が
在
籍
し
、
日
々
、

学
習
活
動
や
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
年
々
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
一
人
一
人
が
自
分
の
目

標
に
向
か
っ
て
確
実
に
前
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
栗
田
学
院
全
面
実
施

4
年
目
、
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
本
格
導
入

3
年
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

栗
田
学
院
で
は
、
教
育
目
標
「
未

来
を
生
き
る
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

い
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
育
成
」
を

達
成
す
る
た
め
に
、
人
権
教
育
や
道

徳
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
つ

い
て
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
み
や
づ
学
」

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
子

ど
も
達
の
心
を
育
て
る
こ
と
、
ま
た

幼
児
期
の
遊
び
か
ら
学
校
の
体
育
や

中
学
校
の
部
活
動
ま
で
の
中
で
、
系

統
的
に
身
体
を
鍛
え
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
学
校
運
営
協
議
会
や

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
様
と

協
働
す
る
中
で
、
内
容
を
充
実
さ
せ

る
と
共
に
、
今
年
度
は
特
に
学
院
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
広
報
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、地
域
の
皆
様
か
ら「
子

ど
も
達
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
で

も
一
貫
教
育
で
、
栗
田
学
院
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
は
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
お
声
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、
幼
稚
園

や
小
・
中
学
校
が
何
を
大
切
に
し
て
、

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
お
伝
え
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
皆
様
と
協
働
で
き
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
生
徒
達
の
活
動
で
は
、
3

年
生
は
昨
年
度
末
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
広
島
・
岡
山
方
面
の
修

学
旅
行
、
2
年
生
は
篠
山
方
面
、
1

年
生
は
天
橋
立
周
辺
で
の
校
外
学
習

を
無
事
に
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
沿
っ
た
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
何
よ
り
、
校
外
で
の
学
習

が
実
施
で
き
る
喜
び
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
に
お

い
て
は
新
入
生
の
入
部
に
よ
り
、
各

部
活
動
の
練
習
に
も
力
が
入
っ
て
き

て
、
先
輩
と
し
て
の
在
り
方
、
後
輩

は
先
輩
か
ら
学
ぶ
喜
び
を
実
感
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

5
月
に
行
わ
れ
た
阿
蘇
海
一
周
マ
ラ

ソ
ン
大
会
（
駅
伝
大
会
）
で
は
、
全

校
生
徒
か
ら
練
習
参
加
を
呼
び
か
け
、

取
り
組
ん
だ
結
果
、
見
事
総
合
3
位

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
も
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
、
栗
田
中
学
校
か
ら
初
め
て

2
チ
ー
ム
の
出
場
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
は
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

陸
上
大
会
に
向
け
て
。
全
校
で
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
文
化
面
、
運
動
面
に

お
い
て
栗
田
中
学
校
の
生
徒
の
可
能

性
は
無
限
大
で
す
。
生
徒
の
可
能
性

を
引
き
出
す
た
め
に
日
々
の
教
育
活

動
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
と
教
師
、
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
一

体
と
な
っ
て
、
前
向
き
に
「
や
っ
て

み
よ
う
」
と
い
う
「
挑
戦
」
の
心
を

大
切
に
、
今
年
度
も
歩
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
栗
田
学
院

栗
田
中
学
校
に
対
し
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

可
能
性
は
無
限
大　
栗
田
中
生
‼

栗
田
中
学
校
　
校
長
　
藤
　
原
　
英
　
一
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令
和
元
年
よ
り
三
年
間
由
良
自
連

合
会
の
会
長
に
携
わ
り
、
そ
の
期
間

中
、
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

由
良
地
域
も
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
み
、
バ
ス
路
線
も
廃
線
と
な
る

中
、
就
任
当
初
よ
り
住
民
の
「
脚
」

の
確
保
に
自
治
連
合
会
と
行
政
で
協

議
し
た
結
果
、
や
っ
と
由
良
有
償
運

送
の
実
施
が
令
和
二
年
十
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
お
お
い
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
生
活
向
上
の
一
助

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
全
世

界
に
ま
ん
延
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
様
々
な

対
策
が
取
ら
れ
る
中
で
一
年
延
期
さ

れ
令
和
三
年
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

皆
様
の
記
憶
の
中
に
残
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

当
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の

感
染
症
の
た
め
、
様
々
な
行
事
や
取

組
が
中
止
や
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

敬
老
会
も
従
来
は
、
は
ま
の
子
体

育
館
で
参
加
で
き
る
方
々
に
、
催
し

物
と
食
事
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
感
染
症
で
以
前
の
よ

う
に
集
団
で
集
ま
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
、
自
治
連
合
会
と
敬
老
会
実

行
委
員
会
で
協
議
の
結
果
、
新
し
い

方
法
で
敬
老
会
の
お
祝
い
が
出
来
な

い
か
と
考
え
、
地
区
自
治
会
長
・
民

生
委
員
・
婦
人
部
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
由
良
地
区
の
七
十
五
歳

以
上
の
全
員
の
皆
様
に
お
祝
い
の
お

菓
子
等
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
、

結
果
と
し
多
く
の
皆
様
よ
り
お
礼
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

こ
こ
数
年
、
当
地
区
に
お
き
ま
し

て
は
水
害
で
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
無
く
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

水
害
に
対
す
る
備
え
と
し
、
由
良
地

前
由
良
自
治
連
合
会
　
会
長
　
藤
　
本
　
長
　
壽

由
良
地
区
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

由
良
自
治
連
合
会
　
　
会
長
　
濱
　
本
　
喜
　
彦

こ
れ
か
ら
の
由
良
を
考
え
て

区
堤
防
景
観
検
討
委
員
会
で
由
良
川

鉄
橋
か
ら
同
志
社
中
学
校
臨
海
学
舎

下
ま
で
の
堤
防
建
設
と
由
良
川
鉄
橋

か
ら
上
石
浦
地
区
ま
で
の
護
岸
積
み

上
げ
が
、
本
格
的
に
国
土
交
通
省
よ

り
計
画
と
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

す
で
に
港
地
区
と
浜
野
路
地
区
で
は

工
事
が
実
施
さ
れ
、
安
心
と
安
全
な

地
域
づ
く
り
の
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

由
良
幼
稚
園
が
休
園
に
な
り
九
年

が
経
過
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
た
ま

ま
で
は
い
か
ず
、昨
年
十
一
月
に「
由

良
幼
稚
園
の
今
後
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
」
を
行
い
、
園
舎
を
由
良
の

た
め
に
有
効
活
用
し
、
今
後
由
良
地

区
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

力
不
足
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
三
年
間
務
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
由
良
自
治
連
合
会

会
長
の
大
役
を
お
受
け
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
濱
本
喜
彦
で
す
。
地
区
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
執
り
行
わ
れ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
、

行
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
の
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
再
度
見
直
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
在

の
我
々
の
周
り
の
状
況
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
由
良
自
治
連
合
会

が
取
り
組
む
べ
き
行
事
を
大
き
く
3

つ
に
分
け
て
実
行
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
季
節
を
大
き

く
春
・
夏
・
秋
と
考
え
て
、
主
に
3
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つ
の
イ
ベ
ン
ト
及
び
行
事
活
動
に
絞

り
込
み
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

春
は
、
桜
満
開
の
下
の
由
良
駅
前

を
中
心
に
執
り
行
う
桜
祭
り
。

　

夏
は
公
民
館
様
の
盆
踊
り
大
会
と

合
体
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
最
後
に

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
打
ち

上
げ
花
火
を
観
て
老
若
男
女
が
一
緒

に
過
ご
す
由
良
ふ
る
さ
と
祭
り
。　

　

由
良
地
区
の
お
年
寄
り
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
敬
老
会
。
こ
れ
ら
3
本
柱
を
軸
と

し
て
、
由
良
自
治
連
合
会
は
公
民
館

様
や
由
良
実
業
会
様
や
由
良
観
光
組

合
様
と
い
っ
た
由
良
地
区
の
方
々
と

一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
く
に
、
今
年
は
十
一
月
六
日
〜

八
日
ま
で
、
庄
内
由
良
の
方
々
（
十

二
〜
三
人
程
度
）
が
由
良
に
交
流
訪

問
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
事
も
こ
の

場
を
借
り
し
ま
し
て
お
知
ら
せ
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
は
海
・
川
・
山
に
囲

ま
れ
た
都
会
に
は
得
難
い
す
ば
ら
し

い
環
境
に
囲
ま
れ
た
由
良
地
区
で
生

活
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
恩
恵
を
感
じ
得
な
い
ま
ま
、
日
々

の
暮
ら
し
に
追
わ
れ
る
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

じ
ゃ
あ
、
田
舎
を
捨
て
、
便
利
な
都

会
に
移
り
住
も
う
か
？
そ
れ
も
ま
た

一
見
便
利
で
は
あ
り
ま
す
が
、
都
会

の
ご
み
ご
み
と
し
た
ひ
た
す
ら
時
間

に
追
わ
れ
る
毎
日
を
今
さ
ら
過
ご
す

の
か
？
こ
れ
も
躊
躇
す
る
と
こ
ろ
だ

と
考
え
ま
す
。
で
は
、
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
？
と
考
え
て
い
く
と
や
は

り
何
か
を
仕
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
行
政
に
頼
り
っ
き
り
の
要
求
一
辺

倒
の
我
々
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
由
良

を
変
え
る
事
は
出
来
な
い
と
考
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
で
由
良
を

変
え
て
い
く
、
住
み
良
い
豊
か
な
村

に
変
え
て
、
み
ん
な
が
老
若
男
女
が

皆
笑
っ
て
過
ご
せ
る
由
良
を
創
っ
て

い
く
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
先
輩

達
も
や
は
り
思
い
は
同
じ
思
い
で
あ

っ
た
と
自
治
連
合
会
の
会
長
に
就
い

て
み
て
改
め
て
感
じ
て
お
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
私
一
人
で
は
何
も
出

来
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
の
立
場
は
常

に
何
が
将
来
の
由
良
に
と
っ
て
必
要

な
も
の
な
の
か
？
を
考
え
、
勉
強
し
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
思
い
を
皆
で
考
え

皆
様
に
伝
え
て
少
し
ず
つ
実
現
し
て

行
く
。
こ
れ
が
、
私
の
使
命
で
あ
る

と
胆
に
銘
じ
自
治
連
合
会
会
長
を
勤

め
上
げ
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
か
、
地
区
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
私
ご
と
で
誠
に
恐
縮
な

の
で
す
が
、
私
が
常
に
心
の
中
で
呟

い
て
い
る
言
葉
を
2
つ
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

『
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
も
の

　
　

い
ま
だ
此
れ
あ
ら
ざ
る
な
り
』

『
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世
を

　

お
も
し
ろ
く
住
み
な
す
も
の
は

　
　
　
　
　
　

こ
こ
ろ
な
り
け
り
』

忘れずに　みんな　誰かの　宝物　　　　　　  　　　 小学 4年生

ちがうかも　あなたの「ふつう」とあの子の「ふつう」 　  小学 5年生

マスクごし　見えない表情　だからこそ　
                                            相手の気持ち　考えよう　小学6年生

令和 3年度宮津市立小学校・中学校人権標語優秀作品
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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新
説
「
由
良
川
で
船
囲
」

　　

前
号
で
触
れ
た
が
宝
求
丸
（
二
〇

〇
石　

七
人
乗
り
）大
福
萬
覚
帳（
加

藤
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
一
番
下
り

三
月
十
日
舞
鶴
由
良
と
あ
り
明
ら
か

に
由
良
か
ら
出
発
し
北
へ
向
か
っ
て

い
る
。
二
番
、
三
番
と
続
き
、
四
番

登
り
十
月
六
日
小
浜
で
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
距
離
廻
船
で
あ
る

が
由
良
で
船
囲
い
を
し
た
こ
と
が
解

る
。
他
の
廻
船
に
つ
い
て
も
前
号
に

記
し
た
祈
祷
札
の
分
布
を
考
え
る
と
、

三
通
り
の
考
え
が
で
き
る
。

①
一
般
的
に
云
わ
れ
る
大
阪
で
船
囲

　

い
し
、
出
港
に
あ
た
り
讃
岐
の
金

　

毘
羅
さ
ん
で
祈
祷
札
を
得
る
。

②
由
良
を
出
港
し
北
へ
向
か
い
北
国

　

で
商
売
を
行
い
、
産
物
を
仕
入
れ

　

て
大
阪
に
向
か
う
。
大
阪
に
て
北

　

国
で
仕
入
れ
た
品
物
を
処
理
し
、

　

翌
年
北
国
で
商
売
を
す
る
為
の
商

　

品
を
仕
入
れ
、
由
良
川
で
船
囲
い

　

す
る
為
、
由
良
ま
で
の
航
海
安
全

　

を
願
い
讃
岐
の
金
毘
羅
さ
ん
で
祈

　

祷
札
を
得
る
。

③
大
阪
に
行
か
ず
通
販
の
よ
う
に
地

　

元
に
て
前
号
で
明
ら
か
に
し
た
寶

　

求
丸
の
よ
う
に
祈
祷
札
を
注
文
し

　

取
得
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
由
良
に

あ
る
祈
祷
札
の
謎
が
解
け
る
。
す
な

わ
ち
前
号
の
祈
祷
札
の
月
分
布
、
三

〜
五
月
の
祈
祷
札
は
①
に
、
七
〜
一

一
月
の
祈
祷
札
は
②
に
、
そ
の
他
の

月
、
す
べ
て
を
含
む
不
可
解
な
祈
祷

札
は
③
に
あ
た
る
。
明
治
時
代
の
家

内
安
全
守
護
祈
の
祈
祷
札
は
③
で
由

良
か
ら
注
文
し
て
送
付
し
て
も
ら
い

手
に
入
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
大
阪
に
着
き
北
国

で
仕
入
れ
た
も
の
を
売
り
さ
ば
き
、

由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会
　
加
　
藤
　
正
　
一

由
良
が
光
り
輝
い
て
い
た
時
代
（
18
）

そ
の
後
翌
年
北
国
で
商
売
す
る
物
を

仕
入
れ
、
由
良
へ
向
い
由
良
で
船
囲

し
て
、
翌
年
北
へ
向
か
え
ば
大
阪
を

出
る
の
と
比
べ
早
く
北
の
消
費
地
へ

着
き
競
合
が
少
な
い
だ
け
条
件
良
く

有
利
に
商
売
、
仕
入
れ
が
で
き
る
。

　

依
っ
て
由
良
の
北
前
船
も
由
良
川

で
船
囲
い
し
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

典
型
的
な
北
前
船　
「
宝
寿
丸
」（
四

五
〇
石　

九
人
乗
り
）

　

明
治
二
十
六
年
で
北
前
船
の
活
躍

も
終
わ
り
に
近
い
頃
の
も
の
で
あ
る

が
、
次
ペ
ー
ジ
の
宝
寿
丸
の
航
海
日

記
（
加
藤
家
文
書
）
を
見
て
も
ら
う

と三
月
十
四
日
大
阪
木
津
川
を
出
港

　

こ
れ
は
一
般
的
に
云
わ
れ
る
大
阪

で
の
船
囲
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
江

差
、
函
館
、
太
櫓
、
奥
尻
島
、
と
明

ら
か
に
北
海
道
に
行
っ
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
十
月
二
十
七
日
岡
山
の
下
津
井
港
に

入
港
し
て
い
る
。

　

北
前
船
と
し
て
大
阪
を
出
発
、
大

阪
に
帰
港
す
る
時
期
に
合
致
し
て
い

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
航
海
日
記
に
は
三
月
十
八
日

琴
平
へ
参
拝
と
あ
る
。
こ
れ
は
金
毘

羅
さ
ん
で
あ
り
学
者
、
研
究
者
の
云

わ
れ
る
教
科
書
的
な
北
前
船
に
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
祈
祷
札
が
な
い
。
絵

馬
も
な
い
。

　

宝
寿
丸
の
よ
う
に
祈
祷
札
、
絵
馬

が
存
在
し
な
い
が
北
前
船
で
あ
る
こ

と
は
残
さ
れ
て
い
る
資
料
に
よ
り
明

確
で
あ
る
。
絵
馬
や
祈
祷
札
の
有
無

で
北
前
船
の
存
在
有
無
は
判
断
で
き

な
い
こ
と
が
解
る
。

　

前年の船絵馬　（明治二十五年）
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宝寿丸航海日記（明治２６年）（加藤家文書）
                                                               京都府立丹後郷土資料館「大海原に夢を求めて」より転記

　３月１４日　大阪木津川を出港
　　　１５日　播州江島に停泊
　　　１７日　小豆島北端を通過
　　　１８日　丸亀沖に停泊、琴平へ参拝
　　　１９日　三田尻口へ停泊
　　　２０日　三田尻港へ入船
　　　２３日　三田尻港出発
　　　２４日　周防床波沖（山口県宇部市）に停泊
　　　２５日　筑前門司港へ停泊
　　　２６日　下関港へ停泊
　　　２７日　下関港出発、モツレ島に停泊
　　　２８日　石見沖を通過
　　　２９日　江津港（島根県江津市）へ入港
　　　３１日　江津港を出港
　４月　１日　浜田沖を通過
　　　　２日　隠岐沖に到達
　　　　３日　日本海上を東進
　　　　４日　能登半島沖を通過
　　　　５日　佐渡鷺崎を周り、多田港へ停泊
　　　　６日　多田港（新潟県佐渡市）を出発
　　　　７日　加茂港へ入船
　※1　　～　　　　　　　　　（１７日間）
　　　２４日　加茂港を出港、飛島港に停泊
　※2　　～　　　　　　　　　（１２日間）
　５月　６日　飛島港を出港
　　　　７日　牡鹿半島を通過
　　　　８日　大島・小島沖を通過し、江差港入船
　　　　～　　　　　　　　　　（１０日間）
　　　１８日　江差港を出港
　　　１９日　江差港に戻り停泊
　　　２０日　江差港を出港、神田沖に停泊
　　　２１日　大島・小島の間を通過
　　　　～　　　　　　　　　（４日間）
　　　２５日　函館港に入船
　※3　　～　　　　　　　　　　（９日間）
　６月　４日　函館港を出港
　　　　５日　函館港へ戻り停泊
　　　　７日　函館港を出港

　６月　８日　吉岡沖（北海道福島町）に停泊
　　　１０日　江差港へ入船
　　　１３日　江差港を出港、太櫓港へ停泊
　　　１６日　太櫓港（北海道せたな町）を出港
　　　１８日　奥尻島に停泊
　※4　～　　　　　　　　　　（６日間）
　　　２４日　奥尻島を出港
　７月　４日　越前岬沖を通過
　　　　６日　敦賀港へ入船
　　　１８日　敦賀港を出港
　　　２３日　臼ヶ浦島沖（兵庫県）を通過
注 1（反転）
　　　２６日　鷺崎を通過し、新潟港へ停泊
　　　２７日　新潟港へ入船
　　　３１日　新潟港を出港
　８月　６日　小樽港へ入船
　※5　～　　　　　　　　　　（３０日）
　９月　７日　小樽港を出港、すぐに戻る
　　　１０日　小樽港を出港
注 2 　１７日　隠岐西郷港へ停泊　（６日間）
　　　２５日　西郷港を出港
　　　２６日　隠岐浦郷港へ停泊
　　　２９日　浦郷港を出港
１０月　１日　越ケ浜港（山口県萩市）へ入船
　　　　２日　越ケ浜港を出港
　　　　３日　山口県沖に停泊（場所不明）
　　　　４日　下関港へ入船
　　　１２日　下関港を出港、マシン島沖に停泊
　　　１３日　周防床波沖に停泊
　　　１４日　苅田沖（福岡県苅田町）に停泊
　　　１７日　苅田沖を出港
　　　１８日　宝積に停泊
　　　１９日　木江港（広島県大崎上島町）に停泊
　　　２１日　木江港を出港
　　　２２日　近海のメバリに停泊
　　　２４日　同所を出港
　　　２５日　多度津港へ入港
　　　２７日　多度津港を出港し、下津井港に入港
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各
港
に
於
け
る
二
〜
三
日
は
風
待

ち
等
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
以
上
の
滞
船
は
そ
れ
な
り
の
目
的

が
、
狙
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
宝
寿
丸
に
は
北
前
船
と
し
て

は
奇
怪
な
航
海
を
し
て
い
る
。
こ
れ

に
関
し
て
は
後
ほ
ど
述
べ
る
。

　

由
良
と
歴
史
関
係
を
含
め
交
流
を

続
け
て
い
る
庄
内
由
良
の
隣
で
あ
り
、

そ
ん
な
に
離
れ
て
い
な
い
庄
内
加
茂

に
四
月
七
日
に
着
き
十
七
日
間
滞
船

し
て
い
る
（※

1
）。
当
然
丹
後
由

良
と
の
関
わ
り
の
あ
る
（
出
羽
三
山

を
開
い
た
蜂
子
の
皇
子
）
庄
内
由
良

の
存
在
は
知
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う

か
ら
訪
問
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

ま
た
こ
こ
に
は
海
運
に
関
わ
る
竜
神

を
守
神
と
す
る
有
名
な
曹
洞
宗
善
宝

寺
が
あ
り
参
拝
し
て
お
札
を
得
て
い

る
。

　

加
茂
港
は
鶴
岡
城
下
の
生
活
物
資

を
陸
揚
げ
す
る
港
で
、
若
狭
小
浜
の

豪
商
古
川
屋
な
ど
十
数
軒
の
廻
船
問

屋
が
有
っ
た
と
の
記
述
本
も
あ
る
。

酒
田
に
は
20
㎞
も
な
い
く
ら
い
。
酒

田
と
目
と
鼻
の
先
の
飛
島
に
十
二
日

間
酒
田
近
郊
に
計
約
一
ヶ
月
も
滞
船

し
て
い
る
（※

2
）。
北
海
道
へ
持

っ
て
行
く
米
の
仕
入
れ
が
思
う
よ
う

に
い
か
ず
手
間
取
っ
た
の
か
風
待
ち

か
？

　

飛
島
を
出
港
し
た
後
は
北
海
道
に

行
き
函
館
で
九
日
間
滞
船
（※

3
）

こ
こ
で
は
ニ
シ
ン
、
昆
布
の
仕
入
れ

を
行
っ
た
か
？　

ニ
シ
ン
と
云
え
ば

江
差
で
あ
る
が
滞
船
と
言
え
る
ほ
ど

日
数
は
か
け
て
い
な
い
。
そ
の
後
常

識
的
な
日
数
で
奥
尻
島
（※

4
）
を

六
月
二
十
四
日
出
港
し
、
沖
乗
り
航

法
で
早
々
と
帰
港
（
登
り
）
に
入
っ

て
一
気
に
七
月
二
十
三
日
に
は
兵
庫

県
沖
臼
ヶ
浦
ま
で
来
て
い
る
。
そ
こ

で
何
を
思
っ
た
か
急
反
転
（
注
1
）

し
て
新
潟
港
へ
入
港
し
、
さ
ら
に
小

樽
港
へ
向
か
い
八
月
六
日
入
船
し
て

約
一
ヶ
月
滞
船
（※

5
）
し
て
い
る
。

滞
船
の
理
由
は
？　

実
は
以
下
の
資

料
が
あ
る
が
解
析
で
き
て
い
な
い
。

　

宝
寿
丸
航
海
日
記
（
明
治
二
十
六

年
）（
加
藤
家
文
書
）
に
関
わ
る
資

料
と
し
て
大
福
帳
・
当
座
帳
・
差
引

帳
・
大
宝
恵
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
読

み
解
き
理
解
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
理
由

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
、

府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
の
稲
穂
氏
に

関
係
資
料
を
見
て
も
ら
っ
た
が
、
何

故
兵
庫
県
で
ユ
ー
タ
ー
ン
し
た
の
か

不
明
。
し
か
し
敦
賀
で
昆
布
、
ニ
シ

ン
カ
ス
を
売
っ
て
い
て
商
売
が
順
調

だ
っ
た
か
ら
、①
兵
庫
沖
ま
で
早
く

到
着
し
た
た
め
欲
を
出
し
、
も
う
一

度
北
海
道
で
仕
入
れ
て
利
益
を
増
や

そ
う
と
し
た
か
。②
又
は
江
刺
か
ら

兵
庫
沖
ま
で
帰
っ
て
き
た
が
、
北
海

道
で
の
商
品
が
思
っ
た
ほ
ど
仕
入
れ

る
こ
と
が
出
来
ず
、
再
度
仕
入
れ
に

戻
っ
た
か
。
ど
ち
ら
か
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
小
樽
で
は
約
一
ヶ
月
滞

在
し
て
い
る
間
、
活
発
に
仕
入
れ
を

行
っ
て
（
ニ
シ
ン
カ
ス
、
数
の
子
、

昆
布
な
ど
）
い
る
。
小
樽
か
ら
の
帰

り
は
な
ん
と
ど
こ
の
港
に
も
寄
ら
ず

隠
岐
ま
で
昼
夜
兼
行
六
日
間
で
行
っ

て
い
る
。
近
代
的
な
機
器
は
磁
石
だ

け
な
の
に
驚
く
べ
き
航
海
術
。（
注

2
）

　

　
「
お
詫
び
」

大
き
な
間
違
い
を
し
ま
し
た
。

　

先
号
（
第
百
七
十
四
号
）
に
難
船

絵
馬
「
飛
龍
丸
」
奉
納
時
期
は
明
治

十
七
年
八
月
で
あ
る
。「
寶
求
丸
」・

行
方
不
明
の
「
栄
求
丸
」
と
同
時
期
、

同
様
の
地
域
で
嵐
に
会
い
難
船
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
記
述
し
ま

し
た
が
、「
飛
龍
丸
」
は
奉
納
さ
れ

た
の
は
明
治
十
四
年
九
月
で
あ
り
他

二
艘
と
同
一
の
嵐
で
遭
難
し
て
は
い

な
い
。
重
大
な
間
違
い
を
犯
し
た
こ

と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
「
飛
龍
丸
」
の
明
治
十
四
年
の
奉

納
時
期
の
嵐
の
記
録
を
前
記
資
料
で

調
べ
て
み
た
が
、
北
海
道
、
大
阪
間

で
九
月
ま
で
に
遭
難
す
る
よ
う
な
嵐

の
記
録
は
な
い
。
記
録
を
調
べ
る
と
、

明
治
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
富
山

県
で
暴
風
雨
船
舶
五
艘
破
壊
と
あ
り
、

こ
の
嵐
で
遭
難
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

奉
納
絵
馬
は
船
頭
が
描
い
て
お
り
船

乗
り
家
業
の
合
間
に
描
い
て
時
間
が

か
か
っ
た
。
そ
の
為
奉
納
が
一
年
後

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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テーマ“由良の浜” お話を聞き、役員が文章化した
ものもあります

大人になってから、海水浴になかなか
行けず。
昔は浜茶屋が軒を連ね、たこ焼き、イ
カ焼きなど食欲そそる匂いによく誘惑
された。
食べて飲んで歩いて帰る。
夏の娯楽として最高峰の一つ。

　　　　　　　PN　夏の宵

小学校の水泳の授業で、水泳カードに
親のハンコをもらい忘れて青くなった
ことが忘れられません。校長先生に「今
日は泳がせれんなぁー」と真顔で言わ
れ、マジでビビりました。
家には「からかっときました（笑）」
と電話があったそうです。

そして僕は途方に暮れる
家の横に馳出川という川があります。
私が小さかったころは、畑からひいて
きた大根や人参を洗ったり、夏には大
きなスイカやお茶が冷やしてあった
り、また由良川で採ってきたシジミが
浸けてあった。ハゼやモクズガニもい
た。生活に密着した川でした。
しかし、今は少し雨が降ると、上流か
ら枯れた草木のゴミが流れてきて堆積
する。掃除しても知らぬ間に堆積して
いる。そしてそのゴミは、大雨の後、
由良川へ、そして由良の浜へ。
ゴミはどこから来るのか？上流の畑や
山が放置されているのも一つの原因で
は・・・

　　　　　ｍ・ｙ

初めて由良海岸へ遊びに来たのは９歳
の時。
都会っ子だったので、海辺の光景がた
だただ珍しく感じたことだけ記憶に残
っています。
この20年後に由良へ嫁ぎ、すっかり田
舎のオバチャンになろうとは思っても
みませんでした。

まさか！のミライ

学生時代に浜茶屋でバイトをしていま
した。当時は海水浴客が多く、奈具か
ら浜を見たらパラソルで埋めつくされ
て砂浜が見えないほどでした。夕方、
浜に置かれた貸しパラソルの回収に苦
労しました。

あの頃の僕は若かった

海水浴客を横目に
　キス釣りと缶ビール

　　　　　　　ネーム　釣り人
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子供の頃は夏になると毎日のように遊
んだ由良の浜。
大人になってからはめったに行かなく
なりました。
海はすぐそこにあるので、いつでも行
けると思うとかえって足が遠のいてし
まいます。
先日久しぶりに端から端まで歩いてみ
ましたが、とても良い運動になりリフ
レッシュできました。
ウォーキングをしたり、軽い体操をし
たり、ただ深呼吸をするだけでも立派
な運動になります。
また、遠くの景色を眺めるとパソコン
やスマホで疲れた目が休まります。
久しぶりに、由良の浜へ行ってみませ
んか？

ペンネーム「Y」

そういえば、観光祭にチャンバラトリ
オが来たんやで

ハリセン チョップ

中学生の頃、浜茶屋にゲーム機が置か
れるようになってインベーダーとか、
ギャラガとか　やったなぁ。200円握
りしめて遊びに行ったん思い出すわ。

BOB

ちょっと由良浜の中央から外れた場所
やったけど“必殺仕事人”の映画のロ
ケが来たんや。
松坂慶子と藤田まことがおったで「主
水～！」って手ェ振ったら「お前ら　
勉強せえよ」って言われたなぁ。

XYZ

夏休みになると、地区の子供会単位で
浜へ泳ぎに連れて行ってもらえまし
た。近所のお母さん達が2人1組で引率
と監視をしてくれて、自分の親が不在
でも海で遊べるのが嬉しかったです。

W・M

たくさんの方からの寄稿ありがとうございました。
この記事が話題のきっかけとなれば嬉しく思います。

次回１７６号（令和４年１１月発行予定）のテーマは

「　秋の想い出　」
由良地区以外での想い出も寄稿してください。

6月の由良の浜
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春
の
芽
吹
き
か
ら
、
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
乱
れ
た
新
緑
の
時
期
を

通
り
過
ぎ
、
五
月
に
は
25
度
の
夏
日

を
超
え
る
日
も
出
て
お
り
ま
し
た
。

水
田
に
は
、
由
良
ヶ
岳
か
ら
降
り
て

く
る
水
が
張
ら
れ
、
今
年
も
田
植
え

が
順
調
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
時
期
に
合
わ
せ
、
田
ん
ぼ
の

土
手
は
勿
論
、
畑
の
手
入
れ
も
進
む

の
が
春
で
し
た
。
も
う
ひ
と
踏
ん
張

り
の
暑
い
夏
で
す
。
特
に
、
今
の
由

良
で
耕
作
さ
れ
て
い
る
、蜜
柑
・
柿
・

前
回
掲
載
し
た
オ
リ
ー
ブ
な
ど
の
果

樹
園
は
、
草
が
伸
び
て
は
草
刈
り
を

し
て
、
害
虫
の
発
生
を
抑
え
る
為
の

と
て
も
大
事
な
時
期
に
も
充
て
ら
れ

ま
す
。
草
の
伸
び
放
題
は
、
害
虫
防

除
と
し
て
の
農
薬
散
布
な
ど
必
要
の

無
い
畑
で
も
、
作
業
が
増
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
草
刈
り
は
大
変
な
作

業
で
す
が
、
色
々
な
意
味
で
重
要
か

つ
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
言
え

ま
す
。

　

今
回
は
、
由
良
の
方
な
ら
殆
ど
の

方
々
が
口
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

『
由
良
み
か
ん
』
で
す
。
由
良
で
作

ら
れ
る
蜜
柑
の
主
流
は「
宮
川
早
生
・

興
津
早
生(

オ
キ
ツ
ワ
セ)

」
と
言
わ

れ
る
品
種
だ
そ
う
で
す
。

　

昔
の
由
良
み
か
ん
は
、
酸
っ
ぱ
さ

が
売
り
？
と
言
う
ほ
ど
酸
味
が
強
か

っ
た
で
す
。
そ
の
歴
史
は
思
っ
た
以

上
に
古
く
、
脇
地
区
に
て
江
戸
末
期

に
始
ま
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
歴
史
の
間
に
、
甘
さ
を
出

し
て
美
味
し
い
蜜
柑
に
す
る
為
の
管

理
方
法
を
学
び
に
、
一
大
生
産
地
ま

で
長
期
間
の
研
修
へ
行
か
れ
た
方
々

が
居
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
方
々
の
努
力
が
実
り
、

徐
々
に
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
由
良
み
か
ん
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
時
は
百
貨
店
の

バ
イ
ヤ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
人
口
の

多
い
百
貨
店
に
並
ぶ
美
味
し
い
蜜
柑

を
生
産
さ
れ
る
方
も
居
た
ほ
ど
で
す
。

大
阪
に
長
く
居
た
私
か
ら
す
れ
ば
、

百
貨
店
に
並
ぶ
こ
と
の
凄
さ
が
消
費

者
目
線
で
実
感
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
蜜
柑
も
政
策
の
流
れ
で
、

海
外
か
ら
オ
レ
ン
ジ
輸
入
の
自
由
化

も
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
り
、
徐
々

に
勢
い
を
無
く
し
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
馴
染
み
の
あ
る
果
実
に
！
と

地
元
生
産
者
で
、「
み
か
ん
狩
り
」

と
い
う
手
法
を
取
り
、
遠
方
の
方
も

手
に
出
来
る
よ
う
に
、
観
光
協
会
と

協
力
し
合
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
に
付
い
た
名
前
が
【
安
寿
み
か

ん
】
の
呼
び
名
だ
そ
う
で
す
。

他
に
は
、
蜜
柑
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
作
る
な
ど
、
知
恵
を
出
し
て
盛
り

上
げ
た
そ
う
で
す
。
今
は
、
み
か
ん

狩
り
組
合
と
し
て
は
僅
か
に
四
件
だ

そ
う
で
す
。
他
に
も
生
産
を
続
け
た

り
、
直
売
所
も
続
け
ら
れ
て
ま
す
が
、

年
々
少
し
ず
つ
耕
作
放
棄
地
へ
と
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
流
れ
と
は
逆
に
、
意
外
と
地

元
由
良
の
方
が
知
ら
な
い
、
摘
果
み

か
ん
を
使
っ
た『
て
っ
か
ジ
ュ
ー
ス
』

を
新
た
に
商
品
化
・
販
売
さ
れ
た
り
、

30
代
の
若
い
蜜
柑
農
家
の
担
い
手
が

現
れ
た
り
、
注
目
が
高
ま
る
傾
向
も

あ
り
ま
す
。

　

個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
自
家
消

費
用
に
数
本
育
て
る
に
は
、
日
当
た

り
風
通
し
の
良
い
場
所
で
あ
れ
ば
、

柑
橘
類
の
管
理
は
比
較
的
し
易
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
冬
の
ビ
タ
ミ
ン
補

給
と
美
味
し
さ
が
、
身
体
に
有
難
い

果
物
で
す
。

◎
次
回
は
ト
マ
ト
に
つ
い
て
で
す
。

協
力
：
み
か
ん
狩
り
組
合

『
由
良
っ
て

こ
ん
な
も
の
作
れ
る
ん
だ
』Ⅱ

山
下
　
剛
敏

摘果ジュース

蜜柑狩りの子ども達

令和4年7月発行 第175号（16）由良公民館だより



平成２５年（２０１３年）３月　１４０年の歴史の幕をとじた由良小学校
今年度は、閉校してから１０年目になります
由良小学校の「校歌」覚えていますか
みんなで歌ってみませんか

令和4年7月発行（17）第175号 由良公民館だより



編
集
後
記

　

今
回
、
公
民
館
だ
よ
り
の
テ
ー
マ
は

「
由
良
の
浜
」
で
し
た
の
で
、
由
良
の

浜
と
健
康
作
り
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　

由
良
に
住
ん
で
い
て
由
良
の
浜
や
海

に
馴
染
ん
で
い
な
い
。
私
も
そ
の
一
人

で
す
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
遠
ざ
か
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
こ
そ
は
、
海
に
浸
か
っ
た

り
、
波
打
ち
際
を
裸
足
で
歩
い
た
り
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

海
水
は
あ
せ
も
に
も
効
き
ま
す
。
海

の
中
を
歩
く
と
良
い
運
動
に
な
り
ま
す
。

波
打
ち
際
で
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
濡
れ
た

砂
浜
を
歩
く
と
気
持
ち
が
い
い
も
の
で

す
。
暑
さ
を
忘
れ
る
ひ
と
と
き
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

由
良
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
こ

の
贅
沢
を
実
行
に
移
そ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　

千
坂　

記

安
寿
亭
　
新
天
地
へ

　
安
寿
亭
ス
タ
ッ
フ
一
同

„
由
良
の
戸
千
軒
長
者
の
館
“

に
て
約
10
年
間
営
業
し
て
お
り

ま
し
た
安
寿
亭
が
、
４
月
よ
り

マ
ン
シ
ョ
ン
セ
バ
ー
グ
由
良
管

理
組
合
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
１

階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
跡
へ
移
転
と

な
り
ま
し
た
。
駅
前
の
店
舗
と

比
べ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
店
内

か
ら
は
海
を
眺
め
る
こ
と
も
で

き
、
今
ま
で
以
上
に
く
つ
ろ
い

だ
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

営
業
は
毎
週
木
、
土
曜
日
の

11
時
か
ら
14
時
と
な
り
、
う
ど

ん
、
バ
ラ
寿
司
、
惣
菜
、
コ
ー

ヒ
ー
等
の
提
供
を
中
心
に
、
地

元
野
菜
の
販
売
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て

賑
わ
え
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

由良小学校には
こんな歌も

ありました　(^^♪

令和4年7月発行 第175号（18）由良公民館だより


